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総評

コロナ禍での開催となり、初めての対応となったことが数多くありましたが、
参加者の方々には、きちんとルールを守った行動をしていただき、
役員／お手伝いの皆さんには、都度、臨機応変な対応をしていただけました。
青空のもと、楽しい時間を過ごしていただき、
また、地域の絆を深める、良い機会を持てたものと感じています。

会員１１０名、役員／お手伝い３４名、計１４４名の参加となりました。
事前準備含め、ご協力ありがとうございました。

今回の経験は、
今後の地域活動の中で、引き続き活かしていけたらと思います。
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今後に向けた振り返り

 受け付け開始前から来られた参加者もいて、準備が慌ただしかった。そこを除くとスムーズに進んだ。
 会館側の人数が少なかった。案内係の交代時12人中8人が不在となったため。
 公共トイレ用のトイレットペーパーが準備できていなかった。
 トイレのところには常時役員を配置する必要はなかった。
 道中で、疲れのため体調を崩す方がいた。

お茶の配布は出発前にする。もしくは、飲み物準備や、道中休憩しながらゆっくりの移動で大丈夫な旨を伝えておく。
 交通整理の役割を、事前に明確に伝えておくべきだった。特に会館側の交差点。
 別ルートを通った方がいた。
 途中での順番入れ替わりもあり、最終グループの把握が難しかった。
 曲がり角などにパイロンを数多く配置（プラス１０個）。
 案内役用の交通整理ライトの配置を決めておくべきだった。
 芋掘り場の畝の数が、事前情報と異なっていた。
 １つおきで区分けしたが、家族ではまとまった場所での芋掘りの希望があった。
 芋掘り作業で汗をかき、途中でのマスク交換の要望もあり、予備を準備しておいても良かった。
 芋掘り場での、荷物置きスペースを設けておいたらよかった。
 配布ドリンクで、ビールを希望される方がいた。
 最初に会館に戻られた方の芋が間に合わなかった。
 芋を忘れていく参加者がいた。連絡先があったので連絡が取れた。

 参加人数を事前把握できたことで、お弁当手配や役員分芋掘りの対応がスムーズに行えた。
 健康チェックシートは、ほぼ全員持参いただけた。
 ビブス着用で、役員であることがわかりやすかった。自治会活動の宣伝効果も少なからずあった。
 ２グループに分けたことで、人がばらけて良かった。


